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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きるが，その位置は45°に岡定されてしまつている。

　　　　　　　　1緒言　　 又，一般の変角光度計などでも入射面内で受光角を変え

　前回までは主として光沢に関係の深いと考えられる表　　　ることができるだけである。

面アラサについて，その新しい測定法並びに測定結果に　　　われわれは・従来の種々の測定法を行い得る装置とし

ついて報告してきたが今回は本論の光沢に戻つて主とし　　て三次元的のgonio　photometerを試作し，自記記録装

て繊維束の反射特性についてみることにした。　　　　　　置を附した。Photo・1は装置の試料台の部分を示した

　織物が繊維束の組織的な集合体であることを考えると　　もので投光器Aは鉛直面内で，受光器Bは水平面内で自

繊維束の反射特性は織物の反射特性を考える上に最も基　　由に廻転できるし，試料Cは水平軸及び鉛直軸のまわり

本的なものの一つであると見ることができる。　　　　　　　で廻転が可能である。

　従来繊維束からの反射を簡単化して円柱からの反射の　　　また，装置の開口角は入射側3．5°×10．0°で受光側は

　　　　　　　　　　　　　1）・－3）　　　　　　　　　　　4）
集合として取扱つた種類ものもあり，最近Jeffriesも

同じ考えに基づいて繊維束からの反射を扱つているが一

般的な傾向は見出されていない。またこのような単純化

されたmodelに頼りすぎるのが危険であることは，さき
　　　　　　　　　5）
のわれわれの実験結果からも推察されるところである。

　しかし繊維束からの反射叉は透過特性は，最近繊維束

検鍵訴用される鮪になつてきて・・る状態で単に光

る。

　今回はNylon，　Bemberg，絹などの繊維束について

種々の立場から条件を変えた試料についてその反射特性

を比較してみることにした。なおこれらの測定には新し　　　Photo．1．The　automatic　recording　3－dimensional

く試作した自記々録式三次元gonio　photometerを用い　　　　　　　　90nio　Photomete「

て実験を行つた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．0°φとなつている。

　　　　　　　　2測定装置　　　　　　　　受光側は，電子管式電圧安定装置を電源とした光電子
従来の光沢測定装翫っいてみると，その多くが謝　士曽離・RCA－93・Aの肋をmicr・・ec・・der（顧・

角，受光角などが固定乃至は半固定式で，可変式の場合　　　30μA，内部抵抗，9709）に接続し，受光角と連動して

認灘謙鰍窮誘黎猫実撫、；襲　諜欝筋舗鰍ξ議窪灘贈罰
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R1，　Rin～RIR　　　100K52　　　　　C1，q　　　　　　4μF　　　　　　Vs，V・a　　　　　IK－22

R2，R4・R？，Rg　　500Kρ　　　　　　Ca，C7，C8　　　8！・F　　　　　　Va　　　　　　　UY－807

Ra・R，　　　　　　　10001〈S？　　　　　　C4，Cr，，Ca　　　ユ0μF　　　　　　V4，Vs　　　　　6SJ7－GT

R5　　　　　　　2000K9　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　V，，V？　　　　VR－150

RG　　　　　　　　　50Kρ　　　　　　CHI　　　　　　201－I　　　　　V8　　　　　　　RCA－931－A

Rva　　　　　　　　170KS？　　　　　　CH2　　　　　　20H

Fig。1　The　electrical　circuit　of　photomultiplier　931・－A

Table　1

、．　　　　　　　S・mpl・｝Thi・k・ess
3　実　　　験

3・1・測定法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一・・一一一mt－－ww．＿＿＿，＿＿＿

．ヒ言己の鞭で礪・酬融が可能であ・が，今陶　N騨

測定は次のような方法によつた。　　、　　　　　　　　　　　　〃

　即ち，入射角を70°に圃定し，受光角θを入射面内で　　　　　II

連続的に変えて，その際の受光燈を罷録させ為。なお，　　　　　’！

・の際磯光角・は，誠緬の法繍を・・とし茄　St”pley，。n

反射の側を十にとる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　U

また，測定の際の灘勅（購1上の）繊繍肪向　　：

と，入射面との相互位蔵については，次の工Oの場脅に　　　§願預匠
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分けて測定した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fiber

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt
　　a）　繊維軸と入射面と淋平行の位鷹…（符号，ll　）　　　　　　〃　一一

　　b）繊維軸と入射面とが璽直の位蹟…（符勢，⊥）　　　　Bemberg

3・2試料　　　　　　　　　Z
　試料はTable，1にみるように数種の条件を変えfo－一

連のgroupを選んで測定を行つた。　　　　　　　　　　　Silk
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt
　group　Aではwoolly　Nylonの椿取張力を変えたも　　Silk　spun
の及びその原糸，9r。uP　Bでは，　staplefibreの撚数　　yam，’

を変えたもの，group　C，　Dではbright，　matting，　　　　　tl
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cur1などの処理を施したもの，更にgroup　Eでは生糸　　　　※：Tension

及び絹紡糸について原糸及び精練や，ガス焼きを施した

ものなどであるQ
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3・3　測定結果
記鑑た・＿・曲線の一例を・・g・に掲げる．また　A・

このように記録したものから得られた結果を整理したも

のをTahle　2にまとめた。
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6．1　　　　15．41　　　3。53

H　　　　　Table　2の中で符号，（ID，（⊥）は夫々3・1のa）・

b）の条件で測定した場合に相当し，又，1・はθ＝α゜の

0・40　　方向に於いての反射光の強さを表わしている。

　　　　　　　　　　　　Gs≡≡170－lo
O°　81 @　の値は，正反射光沢を表わし，特に，G・（iDは肉眼に

・、旺

　1

A・1

11．0

18．7

14．6

24．1

0．74

よる光沢感とよく一致した傾向が表われている。

　　　　　　　H≡Io（　［1　）／lo（⊥）

4．2

5．6

4．6

6．9

・．・i・．62。．75　は騰勅酉己　1」に縣し緻で・踵の醐度を勲す
13・1｛　3・　341　　　　　　ものとみることができる・この値が0に近いものほど繊

19ill　l：1い66讐鰭1」ζ窪1’1に近いほど配囎V’ことを表わ
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　　α謡・／・・，　lf・・！はα・…（…，一一…　）一α一・　鷹・とを獅…繍然な織撤，る。

は対比光沢として・光沢を表現するのによく用いられる　　　grOUp　Eに・）いてみると生糸は梢練によつて，　大き

もので・われわれの棚†尋こも，特にα（11），Gtc（1【）　く光勘「I　G・qD犠州してL・る。勲Hの1帆欄1に

に於いては一殻的な光沢感と・致した傾向を示し，各試　　よつて減少しているが，これは配列の度台が1棚：した結

料の種類及び処理による変化の様了・がよく現われてい　　　果によるものではなく，この場合は，むしる繊維表面の

る。　Fig・3は各group別にこの傾陶を示したもので　　　質1’1勺な相違による1～賜搾1酬1の異ノノ性の度合が影響したも

ある・　　　　　　　　　　　　ので，この場合のよう娯質σ）繊維相互開での配馴渡の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繭二接の比較は無意1昧であることがわかる⑪

　　Ge　G・（n）H・Ge（⊥）い一…℃　　　糸1拗緬の網甑双糸騨糸よりG・（11）が融し
　　ユ2x　　　　　　　　　G。　　　　　　　　　　　　ているが，ガス焼によつて光沢及び酬列慶が肉上してい

　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　ることがみられるoこれは．3・kに，ガス焼による毛羽の滅

　　10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小によつて，表而での拡散光の雌が滅少したものとみる

　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　ことができる。
　　8
　　　　　　　　　　　　　　　＆’・・’tk－一・pa。。ti　　　　　霜た，以Lのすぺての場合を通じてGc（⊥）はGc
　　　　　　　　　　　　　・0

4脳ｿン嬬～ρ
A，・A，・A、・A、・A，68

4

0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　総　　　括

　　　　　　　　　　　　　臼罷々録式滋次元gonio　photometerを猷作して，
e－一一一一一一．－o－一一一”一’e @　　　　こオ1，を用いて，入射角70°の場合の繊維策の反射特性を

DI　　D、　　D、　　　liLi録し・これに藻いて，正反射光量，正反身竃｝光沢，対比

　　　　　　　　　　　　光沢及び配列慶などを求めて各献料について比較検討し

・一一一D一 @く：る謙郷羅朧讐鰍塩光沢値

B，　恥　B・B、　　　（IDに較べて一般に小さく，又，変化の慶脅も滋少でそ

・蹴・椰・も一様で楓・脚遍。
　　　　＼

Gc
8

，、，．C 戟B、12c．n，，急gl。ss櫨1∫1轟，1’・　蜘晦・鮒・．　c

　　　　　　in　the　Table・3　　　　　　　　　　　　　0　化繊では・一・般にbright，　crimp，　mattingの順

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に：）ヒ沢値Gc（Il）が減ζ妻・する0

3願4結果についての考察　　　　　　　○生糸で1ま　、1繍・よつて光1照〔G。（ID㈱す6

以上の糸線についてみると9・・upAで｝捲駒の荷　○双糸騨糸に較べて光沢値G。（“）少く，醐度

重の増大によつて捲縮の部分が伸ばされる度合が増し，　　　も悪いが，ガス焼によつて光沢値及び配列度が向上する。

それに伴つて光欄α（【Dが鰍し源細傾向に近　OG。（⊥）は鰍料について大き鰭異は殆んどな

つくことがみられる・又，醐脚の｛直も擁の厭　く，変化の傾向も礎してU・なV・。隷G。（IDに較べ

と共に減少して，平行度が向」：していることを示してい　　　て一般にその値が小さい。

るが・これらの傾向は勿論Fig・21・於いてもうかがう　OG。（il）とG。ql）の変化の傾向は略々＿致して

ことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いる。

9「°up　Bでは騰の蹴と共若・1董かながらG・（ID　O醐度Hは，同孫統の脚・｝・ついてのみ比較

が減少し・Hが鍬していく傾向がみられ・醐や光沢　が・・J’能で，繍…の欄や質力・異つてい醐舗，醸止ヒ

が撒の勒1に伴つて悪くなること鞠られる・　　較して礁意獅ある。これは∬或、qD／4（」一）瀕

9「°upC・Dで眺縮や・嚥1彗しによ砒瀾G・“D　射の異ノ湘・脚てV・ることから糠て≧燃の線であ

の減少がみられるほか，繊慶の増火に伴う配列度の数値　　　る。

磯大がみられ砿これ畔径゜°の雛で｝－S　H＝＝・　肚灘勅不醐畑1による反射犠の構につV、

α　　　　　　　　　　　　4

　、、、、　．，．．”0

　　　　　　　　　　0
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てみてきたが，これによつて，単に繊維束自身の反射糠　　　12』）例えば　1遮沼宏；応用物理，23，548（1954），24・

性の傾向を識ることができるばかりでなく，．今後織物a？　　　　　97（1955♪

光沢を考えてゆく一．1：にも重要な乎がかりを得ることがで　　　13）　．東・．名崎・森・新堆㌃；照明学誌41，192（1957）

きた訳である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14）．沢路・古黒・柳沢・小林・小1．．Ll；　綿岳支研報・52・

　なお，本研究に使用したgonio　photometerは，　i1　　　　　　126（1956）53，78（1957）

木綿業技術研・究所からの委託研究として試作したもので

あり，また，実験には・卜Ltl定氏の多大の助力を仰いだこ　　　　　　S・mma・y

とを記して，これら関係の方々に対し感謝の意を表した　　　　The　specific　character　for　light　reflection　of　the

V・o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　various　ldnds　of　fibre　flux　has　been　studied，　in

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　first　place，　for　the　purpose　of　studying　the

　　　　　　　　　　　丈　　　　　　　　　　　　　献　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1Listre　of　cloths．　‘

1）M，0，Pelton；Trans，　Opt．　Soc．31，　　　　　　The　newly　made皿achine　for　trial　“The

　　　184（1930）　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Automatic　Recording　3－DimensiQna玉Goniophoto・

2）A．Adderi・y；J・，　T・x．1・，・t，14，．T249（1923）　m・t・r”h…been・u・・d　f。・this　st・dy・Si・kj・ds・f

3）L．Fourt，＆A。　M，　Sookne；J．　Tex，　Inst；　　　　fibres　including　Nylon，　Staple，　Silk　etc　have　been

　　　21，469（1951）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　provided　changing　their　pumber　of　twist，

4）　R．Jeffries；J．　Tex．　Inst；46，　T391（1955）　　　　　thickness，　gassing，　saouring　and　oth俘r　chemical

　　　46，T759（1955）47，　T319（1956）　　　　　　　　　　treatment，　And　the　bomparative　studies　about

　5）　？］ix路。古！1！・籾【1～尺・il・N1）ic・ノ1・1．tl；　絹珊支・Tt’Jf“51，57，　37　　　　　their　intensity　of　splecular　reflection，　specular

　　　　　　　　　　　　　　　　（1957）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　910ss，　contrast　gloss…耳nd　degree．of’．fi．bre　．arran・

6）．G。　A，　J．　Orchard；J．　Tex，　Inst，44，8（1953）　　　gemien．t　have　been　made・

7）　宇野・奥田・松村；　繊機学誌，10，（8）（1957）　　　　　　The　result　was　that．there　was　a　remarkable

8）　石川；繊学誌　8，（6）（1952）　　　　　　　　　　　　　　difference　in　them　qs　shown　ln　Table　2　and

9）　V．E．　Gonsalues，；　Rayon　Review，9，3　　　　　　Figure　3．

　　　　（1955）　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　These　noteworthy　experimental　results　wilI

10）　：il．野・三三亨甫・塩見；　繊機学需志，　9，　11　（1956）　　　　　　　　find　a　good　clue　to　the　follo里lng　study　about．　the

11）　等爆予・i斉藤；　麟1技研幸艮，　63，　58（1957）　　　　　　　　　　　910ss　of　every　kind　of　cloth．


